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ワ タ ナ ベ ア ゲ ハ の 幼生期 の 研究
1）

阿江 　茂 ・ 大 塚一 寿
e）

Notes 　 on 　 early 　stages 　 of 　Papilio　thaiwan 御 s　Rothschild1）

　　　　 by 　Shigeru 　A ．　Ae 　and 　Kazuhisa 　Ohtsuka2）

　　　　〔Engtish　translation 　fbtlowing： pp．62〜64〕

　工965年 4 月 1 日 よ り 5月 9 日 ま で ，大塚 は 日本鱗翅 学会 の 台湾蝶類生 態 調査隊の 隊員 と して ，台湾 に お ける蝶

類の 調査 を行 な っ た 。 調査 で 得 られ た 生昆虫 は ，調査隊帰 国 後は 南山大学 生 物学 研 究 室 に お い て 阿江 に よ っ て 飼

育 され た 。
こ の 調 査 に お い て 5 月 7 日に 南投県仁愛郷本部溪 で ワ タ ナ ペ ア ゲ ノ ・ PaPiJio　thaiwanus 　Rothschild

の 2齢幼虫が 得 られ ，
こ れ を飼育羽化 させ るの に 成功 した。

　本種は以前 ， 西部 ヒ v ラ ヤ よ リシ ッ キ ム
，

ビ ル マ ，西部 お よび 中部支那 ， 海南島 に か けて 分布す る P 吻 纏 毋

Westwood の 1 亜種 と 見 られ て い た が ， 現 在 で は 台湾 特 産 の 独 立 した 種 と され て い る。しか し白水隆博士 （1960＞

に よれ ば，本種 が Prhetenor に きわめ て 近似 で あ る こ と は ，外観 か ら見 て も ， ま た ♂の 交尾 器 の 形態 よ り見 て

も疑 い の な い と こ ろ で
， 本種を P ．rhetenor の 1亜 種 と 見 る か ， あ る い は そ の 台湾 に お け る代置 の 別種 と見 る か

は ，さ ら に 将来 の 研究 を要す る と さ れ て い る 。 従来 こ の 両種 に 関 し て は 幼 生 期 の 詳細 な 報告 が な さ れ て い ない の

で
，

こ こ に 今 回 得 られ た ワ タ ナ ベ ア ゲ ハ の 幼生 期 に つ い て の 知見 を部分的 な が ら報告す る こ と に した 。

　阿江が 行 な っ た 生 昆虫の 輸入飼育 は ，農林大臣 よ り南山大学学長 に 与 え られ た 許可 に 従 っ て 行な わ れ た 。

　なお ，こ の 調査 に あた り，中華民 国国立台湾大学教授易希陶博 士 ，日本鱗翅学会会長
一

色周知博 士 ， 同会緒方

正 美博 士 の 諸氏に 多大 な お 世 話をい た だ い た こ と を こ こ に 深謝する 次第で あ る 。

飼 育 と 観 察

　 5 月 7 日 ， 南投県仁愛郷本部溪入 口 付近 の 叢内 に あ る ミカ ン 科 の サ ル カ ケ ミ カ ン T ・ddaliα asiatica の 葉上 か

ら，ル リモ ン ア ゲ ノ ・ Papilio　Paris　hermosaTms 　RebeL ク ロ ァ ゲバ P ．　Protenor　amawra 　Jordanの 幼虫 と 共

に ， ワ タ ナ ベ ア ゲ ノ ・の 2 齢幼虫 を 採集 した 。
5 月 9 日に 帰 国 した 関係で

，
8

，
9 日は 雑務 に 追われ ， そ の 間の 観

察 は な す こ と が で きな か っ た 。 翌 10日 南山大学 の 飼育室 に 移 し た 時 は ，す で に 3齢幼虫 に な っ て い た 。

　 幼虫形 態

　 3 齢幼虫 ：体色 は 緑 が か っ た褐色 で
， 胸部は や や ふ くらん で お り， 前胸の

一
対の 突起は 黄白色 で あ る 。 斜帯 k”

よ び 腹部後端 は 白色 で あ った 。

　 4 齢幼虫 ： 鮮明 な 緑 の 体色を持 ち ， 前胸 の 突起は 3齢 と同 様顕著で 黄白色 で あ っ た 。 斜帯お よび 腹部後端の 白

色 も鮮明 で
， 特に 白色部 の 面積 は 広 か っ た 。 他 の 緑色部 に も小白紋，小白条が 多 く見られ た 〔1 図〕。

　終齢幼虫 ： 5 月21 日終 齢 とな っ た 。 体色は ， 背面 は濃緑色 で
， 側面 か ら腹面 に 向か っ て 次第 に 黄色味を強 く帯

びる よ うに な る。 全体 の 斑紋 を 本邦産 PaPilio 属各種 と 比較す る と， ナ ガ サ キ ア ゲ ハ P ・memnon 　thunbergii

voll 　Siebold に 最 も似 て お り， 若干 ク ロ ア ゲ ノ ・P．　Prote”or　alemetrius　Cramer に 似た と こ ろ もあ っ た 〔2a ・ b

）1

2）

臼 木鱗 翅学会中華民国台湾蝶類 生 態調査隊 （1965）報告 3

Report 　No ．30f 　the 　Lcpidoptcrological　Research 　 Expediti （）n 士o　Taiwan （1965），　L 　S．　J．
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．
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図〕。 頭部 は 淡緑色 で ， ナ ガ サ キ ア ゲハ と 同様 で あ っ た 。 胸部 の 眼点 は ， む し ろ ク ロ ア ゲ ハ に 似 て い る 。

　胴 Pt第　1 の 斜帯 は．ナ ガ サ キ ア ゲ ハ の よ うに 背面 で 不 連続 とな っ て お り，側 面 は ほ と ん ど完全 に 白色 で あるが

背面 に 近 い 部分 に 現 わ れ て い る網 目 模様 は ， ナ ガ サ キ ア ゲ ノ ・で は 青味 が か っ て い る の に 対 して ，ク ロ ア ゲ ハ に お

け る の と近 い 明 る い 褐色 で あ る 。 第 2 の 斜帯は背面 に痕跡的 な点を残すの み で あ っ た 。 腹部全体 に わ た っ て 腹脚

の す ぐ上 に 拡 が る 白帯 は 顕著 で あ り， 腹部後端 の 1対 の 小突起 を含 め た 広 い 白 色 部 に 続 い て い る 。 ま た 前胸の 痕

跡的な 1対 の 突起 （4 齢 よ りず っ と小 さ くな っ た）か ら後胸 の 網 目模様 に続 く，側面 に 最 も突 き出 した 部分 も細

い 白帯 に よ っ て 縁 ど ら れ て い た。

　 なお こ の 幼虫 は 最後まで ，現地 よ り持 ち 帰 っ た サ ル カ ケ ミカ ン で 育 て た 。

　蛹 の 形 態

　本 個体 は 5 月31 日 に 蛹化 し た が ， 揚色蛹 で 体 長 は 33．2mm で あ った 〔3a ，b 図 〕。外 形 は 本 邦 童各種 と の 比較

で は 最 もク ロ ア ゲ ハ に 似 て い るが ，色彩お よ び小凹凸の 顕著な点 で は ナ ガ サ キア ゲ ハ に 近 い 。 頭部 の 突起は ク ロ

ア ゲ ハ に 似 て い る が ， 背面 よ り見 た 場 合 に 突 起 の 幅 が 先端 近 くま で 広 い 点 は ナ ガ サ キ ア ゲ ハ に も似 て い る 。 外国

．産 の 既知種中 で は ，ニ セ ベ ニ モ ン ア ゲ ノ ・ P ．bootes　J
’
α naha 　Moore に 外形 色 彩 と も最 も よ く似 て い る （lgarashi，

ユ966）。

考 察

　ワ タ ナ ベ ア ゲ ノ ・は 1931年 に 台北 で 加藤正 世博士 に よ っ て Citrus へ の 産卵 を観察 され ， 飼育さ れ て い るが （白

水 ，1960），幼 生 期 の 記載 は な い の で
，

で き る だ け 詳 細 に 記 載 した。幼生 期 か ら 考察す る と， ワ タ ナ ベ ア ゲ ハ は

本 邦産 Papilio 属 の 中で は ナ ガ サ キ ア ゲ ノ ・ に 一番 近 い と 考 え られ る。 ま た ニ セ ベ ニ モ ン ア ゲ ノ ・ と 蛹 が よ く似 て

い る こ とは ， 本 種 が ，
ペ ニ モ ン ア ゲ ハ に擬態す る ニ セ ベ ニ モ ン ア ゲ ハ や前述 の P ・f

’ltetenorな ど と共 に，共通祖

先 か ら分化 し た 可能 性 を 示す要因 と な る と 思 わ れ る 。

要 約

1・ 南 投 県仁愛郷 本 部 溪 で ミ カ ン 科 の サ ル カ ケ ミ カ ン よ り採 集 した ワ タ ナ ベ ア ゲ ハ 2 齢幼虫 1頭 を，現地 の サ ル

　 カ ケ ミ カ ン を食餌 と して 成虫 （♀）ま で 飼育す る こ と に 成功 した 。

2． 3齢幼虫の 地色 は 緑褐色 4 齢の そ れ は 緑 色で あ っ た。ま た 4 齢 の 前胸の 黄白色突起 は 顕著 で あ っ た 。 終齢

　は ほ ぼ 白色 の 斜帯 を持 っ た ユ ズ ボ ウ 型の 濃緑色幼 虫 で
， 日本産 ア ゲ ハ チ ョ ウ属各種 と比較す る と ナ ガ サ キ ア ゲ

　 ハ に 最 も似 て お り，ク ロ ア ゲ ハ に も似 た 点 が あ っ た。

3・ 蛹 は 羯色蛹 で
， 外形 は 日 本産近縁種 中最 も ク ロ ア ゲ ノ

・
に 近 く，外見 は ナ ガ サ キ ア ゲ ハ に 似 て い る 。 外 国 産 覲

　 知種 で は，ニ セ ベ ニ モ ン ア ゲ ハ に 最 も似 て い た 。

英 訳

Ohtsuka 　 participated 　in　 a　 survey 　 trip　 to　 For 皿 osa 　frQ皿 　April　 l　st 　to 　May 　9　th 　in　1965　as 　 a

皿 e皿 ber　 of 七he　Lepidoptcrological 　Research 　Expedition 　to　Taiwan　 supported 　by 　the　Lepidopterolog−

ical　 Society　 of 　 Japan．　 Living 　materials ，　which 　were 　cQIIected 　during 七his　 expedition ，　 were 　 reared

．at 　 the　Biolegical　Laboratory 　 of　 Nanzan 　universi 七y，　 Japan，　 by 　Ae ．

　A2nd 　instar　 larva　of 　P，　 thai・wanus 　 Ro ヒhschild　was 七aken 　 at 　 NantQu 　 Prefecture 　 on 　May 　7　th，
and 　it　produced 　 a 　female　 butterfiy　 on 　June　 15　th 　in　 Nanzan 　University．

　Although 　this　species 　 was 　previously　described 　as　 a　subspecies 　of　P ．　 rhetenor 　Westwood 　which 　is
・distributed 　 from 　West 　 Hi 皿 alay 乱 s　 to 　Sikkim ，　 Burma ，　 Western 　 and 　Central 　 China 　 and 　Hainan 　lsland，
it　is　 now 　usually 　considered 　as 　 a　separate 　species ，　which 　is　 endemic 　irl　 Formosa ．　 Fur 七her　 studies ，
however ，　 scem 　to　be　necessary 　to　determine 　the　corrcot 　taxonomic 　position 　of 　this　 species ，　b  ause

they 　 are 　 very 　 closeiy 　 related 　to　 each 　 other 　in　 outlook 　and 　male 　genitalia （Shir6zu ，1960），　 Since
detailed　description 　of 　 imma 七ure 　 stages 　 has 　 not 　 been 　 available 　 either 　 of 　 P ．　 thaiwanus 　 or 　 of 　R

fhetenor ，　 the　 writers 　 consider 　 it　 of 　 significance 　 to　describe　 here　 imrnature 　 stages 　 of 　 P ．　 thaiwanus ，

N 工工
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although  it is still  imperfect.  A  permission  was  given  to import  breeding  materials  of  Fermosan
butterflies by  the  Ministry  of  Agriculture  &  Forestry  of  Japan. The  writers  are  very  grateful for

invaluable assistance  in this survey  extended  by  Dr. Yie  Hsi-tao, professor ef  National  Taiwan

University and  Drs.  Sytiti Issiki and  Masami  Ogata  of  the  Lepidopterological  Society  of  Japan.

                                  Rearing and  observation

  On  May  7 th, a  2nd  instar  ]arva  of P. thaizvanus  was  found  on  the  leaf of  Toddalia  asiatica

(Rutaceae) near  the Pcnpu  river  in Jenai Village. At  the same  time, two  4th  instar larvae of  P.

Pvotenor amaura  Jordan were  collected  on  the  same  plant. The  writers  could  not  immediately

identify it te be  P. thaiwa"us  until  it ernerged.  Unfortunately,  this  2nd  instar  Iarva  could  not  be

described,  because it moulted  during  the trip from Formesa  to Japan and  the larva wa$  already  in
the  3rd instar,  when  it reached  the Nanzan  University  Iaboratory,

  Morphology of  early  stages

  3rd instar: the  ground  colour  is greenish  brown,  aad  the  therax  is somewhat  thickened.  A  pair
of  small  processes  on  the prothorax  are  yellowish  white,  The  saddle  mark  and  the extremity  of

±he  abdomen  are  white.

  4th  instar: the  ground colour  is vivid  green  and  the  processes  on  the prothorax  are  yellowish
white  a$  in the 3rd  instar  larva. The  white  colour  of  the saddle  mark  and  the  extremity  of  the

abdomen  is vivid  and  the  white  part of  the  lateral $ide  is broader. Many  small  spots  and  stripes

are  found  in the  green  area  (Fig. 1). ･

  Mature  ]arva: the larva was  fully grown  on  May  21 st.  The  greund  celour  of  the dersal  part  is

dark green  and  this  colour  fades into a  yellowish  colour  toward  the  Iateral side.  The  general
coloration  of  the larva most  closely  resembles  that  of  P. memnon  thunber.oii von  Siebold among  the

known  Japanese PaPilio larvae, and  also  resembles  R  Protenor demetrius  Cramer  larva in some

respects  (Figs. 2 &  3). The  colour  of  the  head  is light green and  the same  as  that of  P. memnon.

The  eye-spots  on  the thorax  resemble  those  of  P. Prote"or more  closely  than  those  of  P. memnon,

Thc  first saddle  mark  is discollnected dersally, Laterally, this is almost  pure  white,  but  develops
a  bright  brown  network  toward  the dor$um.  The  colour  of  this network  resembles  that of  P.

Protenor. but  not  that  of  R  memnon,  which  is blue. The  second  saddle  mark  is reduced  int.o two

small  spots  on  the  dorsum.  The  white  band  running  just above  the  abdominal  legs is broad  and

prominent,  and  merges  into the  bread  white  part  at  the  extremity  of the abdomen,  which  covers

a  pair of  small  white  processes. A thin  white  band dorsally encircles  the thickest  part  of  the

thorax, which  passes over  a  pair of  very  small  processes on  the  prothorax  (rnuch smaller  than  in

the 4th  instar) and  this band  continues  to the  network  of  the metathorax.

  This larva was  reared  exclusively  on  the leaves of  1'oddalia asiatica,  which  were  brought  from

Formesa  and  kept  in a  refregcrator,

  Pupa:  The  larva  pupated  on  May  31 st.  It was  a  brown  Iarva and  the length  was  33.2mm  (Fig.
4). It most  closely  resembled  that  of  P. Protenor among  the  Japanese PaPilio  pupae,  but  its

coloration  and  rough  pupal  skin  were  just like those  of  I'. memnon.  The  shape  of  a  pair of  the

processes  of  the  head  resembles  these  of  P, Protenor in general, but  their broad dorsal  width  is
similar  to  that  of  P. memnon.

  Among  the  known  pupae  of  PaPilio of  the world,  this pupa  oi  P. thaiwanus  resembles  that  of  P.

bootes ju7taha Moore  most  clDsely  tn shape  and  coloration  (Ae, 1966; Igarashi, 1966),

                                        Discussion

  Dr. M,  Kato  observed  egg  laying of  P. thuiwanus  on  Citrus in Taipei  in 1936 and  reared  the larva

(Shir6zu, 1960), but  no  description was  made  of  the larva. Our  larva was  found  on  T. asiatica.

  It is considered  that  P, tftaiwanus is related  to P. memnon  most  closely  among  Japanese PaPilios,

judging from  its imrnature  stages.  The  resemblance  in pupae  of  P. thaiwanus  and  P, bootes, which

mimics  Menelaides  aristolochiae  Fabricius,  shows  that  P, bootes is closely  related  with  P, vhetenor

and  R  thaiwanzas.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　 1）　 One 　female 　Papilio　thaiac’anus 　 was 　reared 　from 　a 　2nd 　instar　 larva，　 which 　was 　taken 　on

ヱ
’
oddalia 　asiatiaa （Rutaceae ）at 　Jenai　Village，　Nan 士ou 　Prefecture ．　 It　 was 　 reared 　on ヱ

’
．　 asiatiaa ，

　2）　The 　ground 　 colour 　 of 　the 　3　rd 　 instar　larva 三s　greenish 　brown 　 and 　 that　 of 　 the　4　th 　instar　is

green ．　 YellQwish 　white 　processes　Qf　the　prothorax　of　the　4　th 　instar　are 　somewhat 　pro 皿 inent ．　 The

mature 　larva　 is　 an 　 orallge 　dog　type 　 with 　 a 　dark　 green 　 grQund 　 colour 　 and 　 white 　 saddle 　 marks ．　 It

resembled 　P ．　 memnon 　larva　in　 general　 out 工oQk 　 amQng 　Japanese　 Papilio　 larvae　 and 　 aIso 　 resembles 　 P ．

protenor　larva 　to　 some 　 extent ・

　3）　The 　pupa　was 　brown 　and 　the 　 shape 　 resembles 　tha 七 〇f　R 　protenor　 pupa 　 among 　 the 　 Japanese
Papilio　 species ．　 and 　 its　 outlook 　 resembles 　 a 　 P ．　 memnon 　pupa・ It　resembles 　P．　bootes　pupa

．
most

closely 　 among 　the 　known 　 foreign　 R ゆ 漉 o　pupae ・
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EXPLANATION 　 OF 　 PHOTOS （The 　 early 　 stages 　 of 　 Papilio　 thaiwan ” s　 Rothschild）

1・ 若齢幼虫背 面 図 。
Dorsal　 view 　 of 　young 　larva

2・ 終齢幼虫 。
Last　instar　larva ： a ）側面図 。

　 Lateral　 view 　b）背面図 。
　 Dorsal　 view

3・ 蛹 。 Pupa ： a ）側 面 図。　Latera．1　view 　b）背面 図。　 Dorsal　view
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